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1序　論
　スポーツにおける競技力は，多くの因子により影響を受けるものと考えられ
る。これらの中でも，体格（形態）や体力（機能）は技術や精神力と並び競技
力を左右する重要な因子と考えられる。各種スポーツにおいて，どのような体
格，体力が競技力と関連しているのかを明らかにするため，これまで多くのス
ポーツ種目について，競技力の異なる選手の体格，体力が比較検討されてき
た。
　相撲競技に関しては，これまでいくつかの研究により，競技力上位の者は下
位の者に比べ形態の面で優れるということが確認されている6・7・9・18・20・22）。
しかしながら，機能面においては競技力との関連は必ずしも明らかにされてい
るとはいえず，今後さらに詳細な検討が必要と思われる。
　そこで本稿では，相撲競技に特に重要と考えられる形態と筋機能に的を絞
り，（1）現段階において，相撲における競技力がどのような形態，筋機能に
より影響を受けると考えられるか，（2）相撲における競技力を左右する形態
および筋機能について，今後どのような点を検討していく必要があるか，の二
点について検討することを目的として，これまでに報告されたいくつかの研究
をもとに，相撲競技者の競技力と形態および筋機能に関して総説することとす
る。
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II相撲競技者の形態と競技力
　相撲競技者の形態については，これまで多くの研究者により報告されてお
り，古いものでは1889年の三輪による報告3），1937年の吉田による報告26），
1939年の荒谷による報告1）などがみられる。その後，1960年前後から医学関
係あるいは体育学関係の研究者により，相撲競技者の形態に関して多くの研究
報告がなされている4・5・6・7・8・9・18・19・21・22・23・24・25）。以下に，これらの研究報告の
中から比較的最近のものを中心に，相撲競技者の形態と競技力について論ずる
こととする。
　芝山ら22）は，プロの関取力士を対象として形態測定を実施し，身長，体重，
および各種形態指数がいずれも競技力順位と関連することを認め，形態が競技
力に強く影響を及ぼす可能性を示唆している。また小川ら20）も同様に，競技
力の上位者では下位者に比べ体重などの形態に優れることから，形態の優劣が
勝敗に大きく関与するのではないかと論じている。これらの研究以外にも，相
撲競技において競技力上位の者は下位の者に比べ形態に優れるという研究報告
はいくつかみられ6・7・9・18），相撲において形態の大きい者が有利となるのは明
らかなものと思われる。
　形態測定の代表的な項目に身長と体重があるが，相撲における競技力とより
強く関連しているのはこれらの内どちらの項目であろうか。この点について，
芝山ら22）および小川ら20）の力士を対象としたデータと中西ら18）の学生相撲
選手を対象としたデータから検討することとする。表1は，これらのデータを
もとに，相撲競技者の身長および体重を競技力別に示したものである。なお，表
中の（）内には，競技力上位者の平均値を下位者の平均値に対するパーセン
トで示してある。いずれのデータにおいても身長，体重共に，競技力上位の者
は下位の者に比べ大きな値を示す傾向にあり，その差は身長では1．0～2．5cm，
体重では6，9～22．7㎏の範囲にあった。また，これらそれぞれについて競技カ
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表1　相撲競技者の競技力別の身長および体重
レギュラー選手
　　（8名）
非レギュラー選手
　　（8名）
中西、他18）　　　　　　　　　　　　　　　119．1±19．3　　　　　　　　　　　体重　　　　　　　　　　　　　　　　（116．1％）対象：学生相撲選手
　　　　　　　　　　　　　　　178．6±6．3　　　　　　　　　　　身長　　　　　　　　　　　　　　　　（101．4％）
102．6±17．5
176．1：ヒ3．8
三役
（10名）
幕内
（26名）
十両
（26名）
芝山、他22）　　　　　　　　　　　　　　135．8±24．8　　133．7±17．0　　　　　　　　　　　体重　　　　　　　　　　　　　　　（107．6％）　　　　（105．5％）　対象：プロ力士
　　　　　　　　　　　　　　　182．6±5．0　　182．0±4．4　　　　　　　　　　　　身長　　　　　　　　　　　　　　　（101．2％）　　　　（100．8％）
126．2±16．5
180，5±5．8
横綱・大関
　（6名）
十両
（5名）
小川、他20）　　　　　　　　　　　　　　　135．5±8．2　　　　　　　　　　　体重　　　　　　　　　　　　　　　　（120．1％）対象：プロ力士
　　　　　　　　　　　　　　　182．5±3．5　　　　　　　　　　　　身長　　　　　　　　　　　　　　　　（100．6％）
112．8±11．5
181．5±5．8
※表中の値は平均値±SDで示してある。また、その下の（）内には競技力下位者
　の平均値に対する割合を示した。
上位者の下位者に対する割合をみると，身長では100．6～101．4％であり群間差
が2％未満であるのに対し，体重では105．5～120．1％というように群間差は
5～20％の範囲であった。これらの内身長については，この程度の群間差が競
技力の差を生じさせる原因となっているとは考えにくく，相撲における競技力
は身長よりも体重とより密接な関係にある可能生が示唆される。
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　体重は，身体の各組織の総重量として測定されるが，これらの部位別の量的
評価は周育，幅育，あるいは長育などの測定により可能となる。相撲の競技力
上位者では下位者に比べ，どのような測定内容あるいはどのような部位におい
てより大きな値を示すのであろうか。この点について，須田23）は，上位力士
は下位力士に比べ，頚囲，胸囲，四肢の各周径囲などの周育において優れ，長
育や幅育ではそれほど明らかな差異が認められないことを報告している。これ
らの測定内容の内，四肢の周育項目では骨格筋，骨，および脂肪の量が，また
胸囲などの体幹部の周育項目においては骨格筋，骨，脂肪，および内臓諸器官
の量が反映されているものと考えられる。一方，長育あるいは幅育にっいて
は，主として骨の大きさが反映されているものと考えられる。これらのことか
ら，競技力の上位の力士では下位の力士に比べ，骨格筋，脂肪，および内臓諸
器官が量的に優れており，骨に関してはそれ程大きな差がないものと推察され
る。
　相撲の競技力上位者が下位者に比して周育に優れることは，小川ら20）や中
西ら18）によっても確認されている。小川ら20）のプロ力士を対象とした研究で
は，競技力の上位者では下位者に比べ，どの部位の周径囲においても高値を
示したということである。中西ら18）による学生相撲選手を対象とした研究で
は，数ヶ所の周径囲測定の結果，競技力の上位者は下位者に比して，すべての
周径囲において高値を示したが，特に腹囲や胸囲などの体幹部では差が大きい
ということである。これらの結果から，相撲の競技力上位者は下位者に比べ，
体全体の骨格筋や脂肪あるいは内蔵諸器官において量的に優れているが，特に
体幹部においてはその傾向が強いのではないかと考えられる。
　身体は骨格筋，脂肪，骨，内臓などから構成されている。これらの内骨格
筋，骨，および内臓諸器官において充実していることは身体運動に対して有利
に働くが，過剰に脂肪を蓄えていることは多くの場合運動能力を低下させる。
しかしながら，前述のように相撲競技者では競技力上位の者が下位の者に比べ
より大量の脂肪を有している可能性が示唆された。また，プロの上位力士を対
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　図1　プロ力士の競技力向上に伴う皮下脂肪厚の変化の一例一北の湖の場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林の資料2）より筆者が作図）
象とした皮下脂肪に関する縦断データ2＞においても，競技力が向上するに従
い皮下脂肪厚が増大する傾向が認められている（図1）。相撲競技では，他のスポ
ーツ種目と異なり，身体に蓄えられた脂肪が有利に働くのであろうか。このよ
うな点にっいて，近藤9）や近藤ら6）は，力士の体重を脂肪組織と除脂肪組織
に二分して測定し，検討している。この研究によれば，競技力の上位の力士で
は下位の力士に比べ，体脂肪率（％Fat）では明らかな差は認められないが，
除脂肪体重（LBM）ではより大きな値を示し（図2），その差は主として体幹
部の除脂肪組織量の差に起因するということである。また，中西ら18）は，学
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図2　プロ力士の競技力別の体脂肪率（％Fat）および除脂肪体重（LBM）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（近藤の資料9）より引用）
生相撲選手において競技力上位の者は下位の者に比べ，体重や周径囲ではより
大きな値を示す傾向にあるが，皮下脂肪厚には明らかな差異が認められなかっ
たことから，競技力上位者では下位者に比べより硬肥りの傾向にあるのではな
いかと述べている。このようなことから，相撲競技において，骨格筋，骨，内
臓諸器官などの除脂肪組織の重量が競技力に影響を及ぼしているものと考えら
れる。体脂肪量については，近藤9），近藤ら6），あるいは中西ら18）の研究
によれば，競技力とそれほど関係しないということであるが，一方，林2）の
縦断データ（図1）からは脂肪量が競技力と関連する可能性が示唆される。相
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撲競技において体脂肪量が競技力とどのように関連しているかについては，今
後さらに多くのデータから総合的に検討される必要があろう。
lll相撲競技者の筋機能と競技力
　前述のように相撲競技者の形態については多くの報告がみられるのに対し，
相撲競技者の体力（機能）に関する研究報告は比較的少ないというのが現状で
ある。ここでは，それらの相撲競技者の体力に関するいくつかの研究報告の中
から筋機能に関するものをまとめ，これらのそれぞれと競技力との関係につい
て論ずることとする。
A．筋力
　小川ら20）は，プロ力士を対象として広範な体力の測定を実施している。彼
らの報告では，筋力については競技力上位の力士と下位の力士の間に明らかな
差異が認められなかったということである。また，近藤8）はプロ力士を対象
として6種類の筋力測定を実施し，それらの筋力それぞれについて上位力士と
下位力士を比較しているが，その結果上位力士が下位力士に比べ優れていたの
は6種類の筋力の内2種類の筋力についてであり，他の4種類の筋力に関して
は明らかな差異が認められなかったということである。相撲では，その競技特
性，練習内容，あるいは競技者の体格などから勝敗に力の強さが極めて重要に
関わっているものと推測されるが，上述のように従来の研究ではこのことを裏
付ける結果は得られなかった。相撲の競技者や指導者の問では，相撲ではいわ
ゆる「相撲力」が重要であるといわれるが，この「相撲力」とはどのような筋
力のことなのであろうか。あるいは，技術的な要素を除去したいわゆる筋力の
ことではなく，技術を含んだ実際の競技場面で発揮される効果的な力の発揮能
力のことを意味するものなのであろうか。「相撲力」がどのような筋力である
一103一
のかについては，なるべく多くの相撲競技者を対象として数種類の筋力測定を実
施し，指導者により判定された「相撲力」のランクとどのような筋力が相関
（順位相関）するかを検討することによりある程度明らかにすることが可能と
考えられる。相撲では，競技力を説明するためにいくつかの相撲独自の感覚的
な用語が用いられている。「相撲力」はこれらの内体力の一側面を示すと思わ
れる用語の一つであるが，これ以外には「懐深い」や「二枚腰」などの用語が
しばしば用いられる。これらの相撲独自の用語が体力科学的にどのような内容
をさすものであるのかを検討することは，今後の重要な課題となろう。
B．パワー
　相撲競技では，数秒間で勝敗が決定することが比較的多く，短時間の間にい
かに大きな力学的仕事を発揮するか，つまりパワー（仕事率）の発揮能力が勝
敗を決定づける上で極めて重要となる。しかしながら，相撲競技者のパワーを
測定しその特性や競技力との関連について検討した研究は比較的少なく，中西
ら18），Kuwamoriら12），桑森ら11・13），および桑森14・17）によるいくつかの報
告以外にはほとんどみられない。中西ら18）は，学生相撲選手を対象に広範な
体格・体力の測定を実施し，それぞれの測定項目についてレギュラー選手と非
レギュラー選手を比較している。その結果は，レギュラー選手は非レギュラー
選手に比べ，形態面では皮下脂肪厚を除くほとんどの項目において優れ，機能
面では外部負荷に対して発揮されるパワーなどの体重を負荷としない測定項目
において優れるということであった。この研究のパワー測定では，慣性車輪が
用いられ，腕屈曲，腕伸展，および脚伸展の動作それぞれにおいて3種類ずっ
の負荷を用いて測定が実施されたが，いずれの動作あるいは負荷においても，
レギュラー選手は非レギュラー選手よりも高いパワーを示す傾向が認められ
た。なお，この研究では筋力についても6種類の測定が実施されているが，筋
力にっいてはレギュラー群と非レギュラー群で明らかな差が認められなかっ
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図3　競技力と「仕切り」の構えから慣性負荷182．9kg
　　　に対して発揮されたパワーの順位相関
　　　　　　　　　　　　（桑森の資料14）より引用）
た。このような結果から，相撲競技における競技力は筋力よりもパワーとより
密接に関連しているものと考えられる。
　この研究18）では局所筋のパワー発揮能力を測定し競技力との関係について検
討しているが，Kuwamoriら12），桑森ら13），あるいは桑森14・17）は，相撲では
前へでるパワーが重要といわれている点に着目し，学生相撲選手を対象に，全
身で瞬発的に前へ出る時のパワーを測定し競技力との関係を検討している。こ
一105一
??、????
実際の
体重
　　　　体脂肪量増加
（身体に取り付けた荷重を増量）
図4　脂肪のみによる体重増加の模擬実験
　　　の予測される結果
れらの研究では，腰を低く下ろした「仕切り」の構えから発揮されるパワーと
いわゆる「腰高」の構えつまり陸上競技のスタンディングスタートの構えから
発揮されるパワーが測定されている。また，これらの二っのパワー測定条件そ
れぞれにおいて5種類の負荷（慣性負荷）が用いられ，1名の被験者に対して
計10種類の前へ出るパワーが測定された。桑森14）は，これらそれぞれの条件
で発揮されたパワーと被験者の競技力の関係について検討したところ，「仕切
り」の構えから慣性負荷182．9kgに対して発揮されるパワーが最も強く競技力
と関連し，両者の間の順位相関係数（r，）は0，879（P〈0．01）であったと報告
している（図3）。また，桑森ら12・13＞は，「仕切り」の構えからのパワーが体
重と密接に関連していたことから，大きなパワーを発揮するために体重が重要
な役割を果たすのではないかと論じている。このようにパワーと体重の間に関
連性が認められた原因としては，（1）パワー発揮能力は下肢の筋量に左右さ
れ，下肢の筋量と体重とは相関するということ，あるいは（2）瞬発的に前
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へ出るためには足の裏と土俵の間に強い摩擦力が必要であるが，体重の大き
い方が足の裏と土俵の間の圧力が高くなり強い摩擦力が得やすいということ，
の二つが考えられる。もし仮に，パワー発揮能力が筋量のみに依存しているの
であるならば，脂肪のみによる体重増量では前へ出るパワーは改善されないで
あろう。一方，脂肪も含めた体重そのものがパワー発揮能力に影響を及ぼして
いるのであるのならば，脂肪のみによる体重増量であってもパワー発揮能力が
向上するということになる。筆者は，脂肪増量による体重増加であってもある
程度前へ出るパワーは改善されるが，ただし脂肪量がある限度を越えるとパワ
ー発揮に悪影響を及ぼすのではないかと考えている。この点について明らかに
するためには，相撲競技者を対象として脂肪増量のみにより体重を増加させ，
その前と後でパワーの測定を実施する必要がある。この方法は，脂肪以外の組
織重量を一定にコントロールすることが極めて困難であるということや，ヒト
を対象として実験的に脂肪のみを増量させるということが被験者の健康という
ことを考慮すると道義的に問題があるということなどから現実には不可能と考
えられる。そこで筆者は，身体に荷重を取り付けることにより脂肪のみによる
体重増加を模擬的に実現することができないかと考えている。身体に取り付け
た荷重の重さを徐々に増量していき，それぞれの荷重の条件で前へ出るパワー
を測定するということであるが，筆者は，ある荷重の条件でパワーが最大とな
りそれ以上荷重が重くなるとパワーは低下するということになるのではないか
と予測している。図4は，このような考え方を示したものである。このような
方法により，パワーが最大となる荷重条件の存在が立証されたならば，競技力
と密接に関わる前へ出るパワーを最大にするという立場から相撲競技者の理想
的な体脂肪率を推定することができるのかもしれない。この点に関しては，今
後の研究課題としたい。
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C．筋持久力
　相撲競技は極めて短時間に終了することが多い。このようなことから相撲競
技においては持久的能力は競技力とは関係しないものと考えられる。小川ら20）は’
プロの上位力士と下位力士の体力を比較しているが，彼らの研究では筋持久力
を示す腕立伏臥腕屈伸では両者に差が認められなかったということである。ま
た，中西ら18）の学生相撲選手を対象とした体力研究においても，30秒間上体
起こし，両足背上腕立て伏せ，および腕屈曲持久力（絶対負荷法による静的筋持
久力）などの筋持久力項目では，レギュラー選手と非レギュラー選手の間に差
は認められていない。このような結果からも，相撲競技においては筋持久力は
競技力と関連しないことがうかがえる。
　ところで，筋持久力を決定づける生理・生化学的因子としては，筋ミトコン
ドリアの有酸素的代謝能力，運動時の筋pH低下の程度などをあげることがで
きる。桑森15）および桑森ら16）は，社会人相撲選手を対象としてリン31磁気共
鳴分光法（31P－MRS）により前腕筋の運動時におけるエネルギー代謝を測定し
ている。この研究によれば，よつ相撲タイプの選手では押し相撲タイプの選手
に比べ，筋ミトコンドリアの有酸素的代謝能力に優れ，運動時の筋pH低下の
程度も小さいということである。この結果から，相撲が短時間で終了する競技
であるとはいえ，よつ相撲タイプの選手では筋の持久的能力がある程度重要と
なっている可能性が示唆される。
IV　要　約
　本稿では，（1）現段階において相撲における競技力がどのような形態およ
び筋機能により影響を受けると考えられるか，（2）相撲における競技力を左
右する形態および筋機能について，今後どのような点を検討していく必要が
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あるか，の二点について検討することを目的として，相撲競技者の競技力と
形態および筋機能に関して総説した。その結果，以下のようにまとめられ
た。
1
2
3
4
相撲における競技力は，体重にかなり左右されるものと考えられた。
相撲における競技力と除脂肪体重との間にはかなりの関連があるものと
考えられたが，体脂肪量が競技力と関連しているか否かについては結論
づけることはできなかった。
相撲における競技力は，筋力よりもパワーにより強く依存しているもの
と考えられた。
相撲における競技力と筋持久力は基本的には関係しないが，よつ相撲タ
イプの競技者では筋持久力もある程度重要となる可能性が示唆された。
　以上のようなことから，今後，相撲で重要といわれる「相撲力」がどのよう
な力の強さをさすのか，体脂肪がパワー発揮能力とどのように関わっている
か，などの点について検討することが重要ではないかと考えられた。
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